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第
38
回
倉
吉
打
吹
ま
つ
り（
８
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
））〜

今月の特集：生涯を通じた健康づくりを



　
第
38
回
倉
吉
打
吹
ま
つ
り
が
８
月
２
日

（
土
）、
３
日（
日
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。初
日
に
は
、銀
座
通
り
を
主
会

場
に
、迫
力
の
あ
る
牛
鬼
パ
レ
ー
ド
、賑
や
か

な
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ（
ワ
ッ
ソ
）
の
ほ
か
、
倉
吉
の

夏
の
風
物
詩
と
も
い
え
る
み
つ
ぼ
し
踊
り
な

ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。２
日
目
は
、雨

の
た
め
に
一
部
中
止
に
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
も

あ
り
ま
し
た
が
、飛
天
夢
広
場（
倉
吉
大
橋
周

辺
河
川
敷
）で
、ち
び
っ
こ
の
ど
自
慢
や
打
吹

天
女
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
夜
に
は

５
０
０
０
発
の
花
火
が
華
や
か
に
ま
つ
り
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

問
地
域
づ
く
り
支
援
課（
あ
22
ー
８
１
５
９
／
い

22
ー
８
２
３
０
）

迫力満点の牛鬼

雨の中熱唱しました！
ちびっこのど自慢大会
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鳥取だらずプロレスの熱い戦いに観客も騒然

打吹童子ばやしが息の合ったおはやしで賑やかす

様々なパフォーマンスが見もののＷＡＳＳＯ

小学校金管バンド隊パレード

たおはやしで賑やかすたおはやしでで賑や賑やかす

優勝したＪＡ鳥取中央グループは、揺らめくしゃぼん玉で
幻想的に踊りを演出

打吹天女に決定した二人。これから１年間、様々な場面で倉吉市を盛
り上げる。右から、太田瞳さん、桑本彩加さん

（3）平成 26.9
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健
康
生
活
の
設
計
を

　
人
生
を
健
康
で
過
ご
す
た
め
に
は
、
健
康
生

活
の
設
計
が
大
切
で
す
。

　
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
課
題
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
は
、性
別
や
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
生
涯
を
通
じ
て
行
う
健
康
づ
く
り
と
、「
青

年
期（
19
〜
39
歳
）」「
壮
年
期（
40
〜
64
歳
）」「
高

齢
期（
65
歳
〜
）」 

の
３
つ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

ご
と
の
健
康
課
題
を
解
決
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り

　
壮
年
期
か
ら
増
え
て
く
る「
が
ん
」
や「
脳
卒

中
」「
心
臓
病
」
な
ど
の
生
活
習
慣
病
へ
の
対
策

は
、
青
年
期
以
前
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
確

立
す
る
時
期
か
ら
始
め
、
青
年
期
で
の
生
活
習

慣
病
の
予
防
、
壮
年
期
で
の
生
活
習
慣
の
改
善

な
ど
、
い
く
つ
も
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
渡
っ

た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、充
実
し
た
食
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、

歯
の
喪
失
を
防
止
し
、
高
齢
期
に
な
っ
て
も
物

を
噛か

む
能
力
を
保
持
し
て
い
け
る
よ
う
、
青
年

期
以
降
の
歯
周
病
の
予
防
に
向
け
た
歯
と
口
の

健
康
管
理
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
今
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、

未
来
の
自
分
の
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
健
康
づ
く
り
は
生
涯
に
渡
っ
て
取
り
組
む

も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

生涯を通じた健康づくりを
いきいきと暮らすために、自分のからだと向き合いましょう

 問保健センター(あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

85 90
特定保健指導の対象者は？
　特定健康診査（メタボ健診）で測定した腹囲が男性は８５cm以上、
女性は９０㎝以上ということに加えて血圧・脂質・糖代謝に基準
値を超えた測定結果がある場合に特定保健指導の対象になります。
　対象者は、積極的に特定保健指導を受けましょう。
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自
分
の
か
ら
だ
を
知
る

　
あ
な
た
は
、
毎
年
健
康
診
断（
健
診
）を
受
け

て
い
ま
す
か
？

　
健
診
は
、
病
気
の
早
期
発
見
は
も
ち
ろ
ん
、

自
分
の
か
ら
だ
を
知
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

健
診
を
単
に
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
か

ら
だ
の
ど
こ
に
課
題
が
あ
る
の
か
を
知
り
、
そ

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
ど
ん
な
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
け
ば
よ
い
の
か
を
理
解
し
、
実

行
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
本
人
が
自
分
の
か
ら
だ
を
知
り
、
生
活
改
善

を
図
る
こ
と
で
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
て
い
く

取
り
組
み
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た

特
定
健
康
診
査（
メ
タ
ボ
健
診
）・
特
定
保
健
指

導
な
ど
に
よ
り
、す
で
に
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
健
診
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
か
ら
だ
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
識
調
査
で
み
る
健
康
意
識

　
倉
吉
市
で
は
、
毎
年
20
歳
以
上
の
市
民
２
，

０
０
０
人
を
対
象
に「
市
民
意
識
調
査
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
項
目
の
中
か
ら
、
健

康
づ
く
り
に
関
連
す
る
項
目
を
み
る
と
、ま
ず
、

「
あ
な
た
は
心
身
と
も
に
健
康
だ
と
思
う
か
」と

い
う
問
い
に
対
し
て
、
青
年
期
の
約
80
％
、
壮

年
期
の
70
％
、
高
齢
期
の
65
％
が
、「
健
康
だ

と
思
う
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
を
し
て

い
る
か
」と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
青
年
期
の

約
35
％
、
壮
年
期
の
38
％
、
高
齢
期
の
60
％
が
、

「
月
に
１
回
以
上
し
て
い
る
」と
回
答
。
年
齢
が

高
く
な
る
に
つ
れ
て
、
積
極
的
に
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
意
識
調
査
で
み
る
と
、
健
康
に
何
ら
か
の
課

題
が
あ
る
と
自
覚
し
て
い
る
人
の
割
合
が
高
い

高
齢
期
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
生
活
習
慣

病
を
予
防
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
青
年

期
・
壮
年
期
で
は
、
あ
ま
り
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ま
れ
て
い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
毎
年
健
診
を
受
け
て
い
る
か
」と
い

う
問
い
に
対
し
て
は
、
全
体
の
約
70
％
が「
受
け

て
い
る
」と
答
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
職
場

で
健
診
を
受
け
る
機
会
が
あ
る
30
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
割
合
が
高
く
、
退
職
後
の
61
歳
か
ら
69

歳
で
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
70
歳
以
上

で
は
70
％
の
人
が「
受
け
て
い
る
」と
答
え
て
い

ま
す
が
、
75
歳
以
上
が
受
け
る「
長
寿
健
診
」の

受
診
率
は
７
％
と
、
わ
ず
か
10
分
の
1
と
な
っ

て
お
り
、
生
活
習
慣
病
の
把
握
に
必
要
な
検
査

が
受
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

健
診
で
何
が
わ
か
る
の
か

　
特
定
健
診
で
は
、
腹
囲
・
血
圧
・
脂
質（
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）・
血
糖
値（H

b
A
lc

）
を
測
定

し
ま
す
。
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に
よ
っ
て
腹
囲
が

基
準
値
以
上
に
な
り
、
さ
ら
に「
ち
ょ
っ
と
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
め
」「
ち
ょ
っ
と
血
圧
が
高

め
」
と
い
っ
た「
少
し
高
め
」
が
重
な
っ
て
い
れ

ば
、
将
来
脂
質
異
常
症
や
糖
尿
病
、
高
血
圧
症

に
な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
肝
臓
や
腎
臓
に
関
す
る
数
値
も
測
定

し
、
肝
臓
病
や
腎
臓
病
の
兆
候
が
な
い
か
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
値
が「
少
し
高
め
」の
段
階
で
、
生

活
習
慣
を
再
確
認
す
る
こ
と
で
、
健
康
づ
く
り

に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
度
の

健
診
の
結
果
の
み
で
な
く
、
数
年
間
の
経
過
を

み
る
こ
と
で
、
数
値
が
上
昇
傾
向
で
あ
れ
ば
、

早
め
に
対
処
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
で
は
、
各
世
代
で
知
っ
て
お
き
た
い
健
康
課

題
と
注
意
点
、
そ
の
解
決
法
な
ど
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

９月は、
健康増進普及月間
食生活改善普及月間
です

日常動作で生活改善

　いつまでも若々しくあるため

には、日々の適度な身体活動が

大切です。

　ウオーキングをはじめとし、

庭いじりや掃除など日常でのか

らだの動きを１日１０分増やす

だけで、いきいきとした健康生

活に変わります。

野菜で健康生活
 ～毎日の元気は
バランスのよい食事から～

　大人が１日に必要とする野菜

の摂取量は３５０ｇと言われて

いますが、鳥取県の平均摂取量

は約２８０ｇと、目標に７０ｇ

足りていません。７０ｇは、料

理で考えると、たった１皿分で

す。いつもの食事にあと１皿の

野菜料理を食べるようにしま

しょう。

　充実している夕食ではなく、

朝食や昼食にプラスするのがコ

ツです。

　朝食に具だくさんのみそ汁を

添えたり、昼食におひたし１皿

をプラスしたりしてみませんか。

受動喫煙のない健康社会
～たばこを吸わないことは

健康の大前提～

　周囲のたばこの煙を吸うこと

でも、肺がんや心臓病にかかり

やすくなります。

　禁煙はもとより、受動喫煙の

ない社会を目指しましょう。
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青
年
期
は
、
社
会
人
と
し
て
自
立
し
、
仕
事

や
家
事
な
ど
を
行
う
活
動
的
な
時
期
で
す
。
ま

た
、
結
婚
、
子
育
て
な
ど
の
人
生
の
節
目
を
迎

え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
決
定
す
る
重
要
な
時
期
と
も
い
え

ま
す
。

　
同
時
に
、
不
規
則
な
生
活
に
よ
る
生
活
習
慣

病
の
危
険
が
高
ま
り
始
め
る
と
き
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
頃
か
ら
飲
酒
や
喫
煙
が
可
能
に
な
り

ま
す
が
、
過
度
な
摂
取
に
な
ら
な
い
よ
う
適
切

な
自
己
判
断
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
不
摂
生
を
し
て
も
、
こ
の
時
期
に
は

病
気
が
は
っ
き
り
と
形
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が

少
な
く
、
自
身
の
健
康
へ
の
関
心
が
薄
く
な
り

が
ち
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
壮
年
期
以
降
の

健
康
状
態
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
管
理

健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
学
ぶ

年
に
１
回
は
、
健
康
診
断

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

自
分
に
合
っ
た
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る

う
つ
病
な
ど
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
も
つ

定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
診

～
青年期

～
壮年期

　
社
会
で
の
責
任
が
増
し
、
働
き
盛
り
で
も
あ

り
、
社
会
的
に
最
も
充
実
し
て
い
る
年
代
で
あ

る
壮
年
期
。

　
壮
年
期
は
、
職
場
や
家
庭
の
中
で
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
、
生
活
が
充
実
す
る
一
方
で
、
多
忙

な
時
期
で
も
あ
り
、
精
神
的
・
身
体
的
な
機
能

が
徐
々
に
低
下
し
、
自
分
で
も
健
康
に
つ
い
て

気
に
な
り
始
め
る
時
期
で
す
。

　
体
力
低
下
や
筋
量
の
減
少
も
始
ま
り
、
栄
養

過
多
、
運
動
不
足
な
ど
、
今
ま
で
の
生
活
習
慣

が
、
生
活
習
慣
病
や「
が
ん
」な
ど
と
し
て
表
面

化
し
て
く
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
壮
年
期
以
降
を
健
康
に
過
ご
す
に
は
、

ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に

食
を
通
じ
た
健
康
の
維
持
増
進
を
す
る

日
常
生
活
の
中
で
意
識
的
に
運
動
す
る

自
分
に
合
う
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
身
に
つ
け
る

飲
酒
は
１
日
１
合
ま
で
・
喫
煙
は
ほ
ど
ほ
ど
に

歯
と
口
の
健
康
を
維
持
す
る
習
慣
を
も
つ

か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
、必
要
に
応
じ
て
受
診
・

相
談
を
す
る

定
期
的
に
健
診
、
が
ん
検
診
な
ど
を
受
診
す
る

自
身
の
健
康
へ
の
関
心
が
薄
く
な
り
が
ち

―
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
の
健
康
状
態
に
影
響
が

次
第
に
表
面
化
す
る
生
活
習
慣

―
社
会
的
な
充
実
の
一
方
で
、
生
活
に
変
化
も

　市の体育施設を利用している人の多くは、主にスポーツ

することを目的としています。私たちは、それ以外の人に

も気軽に利用してもらうために、

ミズノグループならではの強みを

生かした情報提供を行っていきた

いと考えています。スポーツ教室

の案内や最新情報を掲載した冊子

などの配布も興味を持ってもらえ

るのではと思います。

　また、２つの体育館をはじめと

したこの体育施設には、いろいろ

な種目に利用できる器具がそろっ

ていて、手ぶらで来られてもすぐ

にスポーツを始めることができます。

　せっかく設備があるのですから、誰でも気軽に集まれる

運動の機会をつくっていけたらと考えています。例えば、

この曜日はバドミントンの日、卓球の日、などと決めて、「道

具はそろっていますので、誰でも気軽に参加してください」

と呼びかけることで、一人でも参加しやすく、外に出るきっ

かけにもなるのではないでしょうか。

　仲間と、家族と、もちろん一人でもスポーツに取り組む

ことで、そこで出会った人たちとコミュニケーションもと

れ、より一層生活が明るく楽しくなると思います。

　現在、スポーツに取り組んでいない人も生活の一部とし

てスポーツに気軽に参加できる、そういった機会や情報の

提供をしていきたいと考えています。

　初心者でも参加しやすいスポーツ機会の提供を

倉吉市体育施設

竹野 直
ただし

 支配人
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健口（けんこう）づくり
～歯の健康は体の健康～

　私たちのからだの玄関である

「口」、それは私たちの健康の玄

関ともいえます。充実した食生

活を送り、健康で長生きするた

めには、歯の健康が欠かせませ

ん。「かむ」ことがからだに様々

な良い効果をもたらします。

　歯を失う２大疾患は「虫歯」

と「歯周病」です。歯周病は口だ

けの問題ではなく、生活習慣病

をはじめ全身の様々な病気に

影響しています。歯周病の予防

は生活習慣病を防ぐことにも

つながっています。

　歯の健康を守り、健康な生活

を送りましょう。

青年期・壮年期
・ いつもの歯磨きのほかに、デ

ンタルフロスや歯間ブラシを

活用しましょう

・ 定期的に検診を受けましょう

高齢期
・ 口を清潔にして誤

ごえ ん

嚥性肺炎に

注意しましょう

・ 義歯（入れ歯）の人も歯がない

人も口の手入れをしましょう

歯科検診を年に１回は受
けましょう

こころを健康に
保つために
■適度な運動と睡眠

■バランスのとれた食生活

■語り合う仲間・相談相手をもつ

■趣味・生きがいを持つ

　こころにゆとりを持った生活

が、こころの健康には大切です。

うつかな？と思ったら
　よく眠れない、食欲がない、

ゆううつな気分が続く、などの

症状が続いていませんか。それ

は「うつ」の可能性があります。

　早めに最寄りの相談機関や医

療機関に相談・受診しましょう。

 問保健センター（あ２６－５６７０）
 問中部総合事務所福祉保健局（あ２３－

３１４７）
 問精神福祉保健センター（あ０８５７－

２１－３０３１）

　市では、市民が気軽にからだを動かすことのできる場を提供するため、
スポーツセンターや各地区公民館の協力を得て健康教室を行っています。
　また、市内には、健康づくりのためにスポーツを行っている団体もあり
ます。気軽に参加して健康づくりをしませんか。

からだを動かすことを楽しみたい

─ソフトバレーボールをやり始めたきっかけは？─ソフトバレーボールルをやり始め始めたきっかけはたきっかけはは？？

　「ある程度子育てから手が離れ、自分の時間がもてるように「ある程度子育てから手が離れ、自分の時間がもてる時間がもてるよ にうに

なった地域の同世代の間で、『健康を維持のためにも、何かかなった地域の同世代の間で、『健『健康を維持のため も、何かにも、何かかか

らだを動かすことをしたい』という話が出たのがきっかけです。らだを動かすことをしたい』という話が出たのがきっか話が出たのがきっかけですけです。

　ソフトバレーボールは、スポーツというより、レクレーショソフトバレーボ ルは、スポーツというよりールは、スポーツというより、レクレーショ

ンとして取り組めるので、誰でも気軽に参加できますし、楽しンとして取り組めるので、、誰 も気軽 参加できでも気軽に参加加でき すし 楽ますし、楽し

く続けることができます。何より、からだを動かして、汗を流く続けることができます。何より、からだを動かして、汗を流流

すことが気持ちがいいですねすことが気が気持気持ちが すね。いいですねね。

練習は毎週水曜日にしています。チームのみんなで「６０歳練習は毎週水曜日にしています。チームのみんな ６０で「６０歳歳

まで続けよう」という合言葉のもと、これからもケガをしないよまで続で続けよう」という合言合言言葉のもと、これからもケガををしな よいよ

う、無理せず、楽しく続けていきたいと思っています。う、無理せず、ず、楽しく続 きたいと思けていきたいと思 すっています。

　部員募集中です、皆さんも一緒に汗を流してみませんか。」部員員募集中です、皆さんも一緒に汗を流部員募員募集募集中です、皆さんも一緒一緒に汗を流してみませ かせんかか。」

ソフトバレーボール 
「チビG

ギ ャ ン グ

ANG」
保
や す だ

田友
とも あ き

明さん(４２歳) 

や
っ
て
ま
す

み
ん
な
で

健
康
づ
く
り

食事と運動で内臓脂肪を減らそう！

　食事と運動を組み合わせて内臓脂肪を減らしましょう。

　内臓脂肪１ｋｇを減らすためには７，０００ｋｃａｌのエネルギーを消費す

る必要があります。１か月に１ｋｇ減らすためには１日２３０ｋｃａｌ消費し

なければなりません。

◇らくらく運動教室 参加者を募集します◇
　「運動がしたい。でも、何から始めていいのか分からない」、「ひとりでし

ても長続きしない」―そんな人におすすめの教室です。

　健診で異常を指摘された今が生活習慣を改善するチャンスです。

と　き： ９月２６日（金）～１２月１９日（金）までの毎週金曜日

午後２時～３時３０分 ※１０月１７日（金）を除く全１２回

ところ：伯耆しあわせの郷

対象者： ６５歳未満の特定健診受診者で、結果に体格・血圧・脂質・糖

代謝に異常のあった人（特定保健指導対象者は除く）または、運

動不足を自覚している人

内　容：運動実技、講話など ※体力測定、血液検査なども予定

スタッフ： 鳥取大学医学部准教授 加藤敏明さん、鳥取大学健康スポーツ

科学講師 加藤朋子さん、栄養士、保健師

※ 保健センターに申し込みが必要です。先着３０人。ただし、今までに参加したこ
とのある人は除く。

 問保健センター(あ２６－５６７０／い２６－５６６０）
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人
生
の
完
成
期
と
も
い
え
る
高
齢
期
。
時
間

的
に
も
余
裕
が
で
き
、
生
活
を
楽
し
み
豊
か
な

収
穫
を
得
る
と
き
で
も
あ
る
一
方
、
健
康
問
題

を
抱
え
る
人
が
増
え
、
身
体
的
・
精
神
的
能
力

の
個
人
差
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
毎
日
の
生
活
を
楽
し
む
た
め
に
は
、
い
か
に

健
康
な
状
態
を
長
く
持
続
し
て
、
自
立
し
て
生

活
で
き
る
か
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
積
極
的
に

社
会
参
加
を
し
、
閉
じ
こ
も
り
や
孤
立
を
防
ぐ

こ
と
も
大
切
で
す
。

健
康
な
状
態
を
持
続
す
る

規
則
正
し
い
生
活
を
す
る

食
生
活
に
気
を
配
る

軽
い
運
動
の
習
慣
を
取
り
入
れ
る

か
ら
だ
の
不
調
に
早
く
気
づ
く

こ
こ
ろ
の
不
調
に
早
く
気
づ
く

　
こ
の
時
期
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
心
身
の
健
康
が
前
提
で
す
。
そ
し

て
、
趣
味
や
生
き
が
い
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
や
環
境
を
考
え
な
が
ら
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活

の
質

：

ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
）
を
高

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
の
健

康
は
、
日
常
的
な
注
意
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
努

力
で
、
か
な
り
向
上
す
る
も
の
で
す
。

　温かいお湯の中で手足を伸び縮みさせて血液の流れを良くします。

湯上り後にもストレッチやマッサージを行い、疲れを取ってスッキリ。

　筋肉と関節のバランスが整い、動きやすいからだに変わっていく効

果があります。肩こり・腰痛・血圧が気になる人におすすめです。

湯中運動はどうやってするの？
①  湯船の中でゆっくりからだを動かします。腕や足を動かしましょう。 

からだへの負担が少なく運動できます

② 湯上りにはストレッチ体操とマッサージを行いましょう。 

お風呂の効果でからだもポカポカです

日
常
生
活
の
機
能
維
持
と
社
会
参
加

―
健
康
に
対
す
る
関
心
は
自
然
と
高
く

～
高齢期

 　「高齢者の運動不足解消のために、上灘公民

館の駐車場を会場に毎朝６時半に集まっていま

す。上灘地区に住む６０代～７０代の人が多い

ですが、若い人も何人か参加しています。３０

人近く集まることもありますね。

　会場までの徒歩と体

操とを合わせると３０

分程度の運動になり、

高齢者にとって、ほぼ

１日分の必要運動量に

なるようです。

 また、集まった人と楽しくおしゃべりするの

も、ストレス解消にもなっているようですよ。

　ひとりでは続きにくいですが、仲間が一緒だ

と「みんなが来るけ、行かないけん」という気持

ちになるのか、天気が悪くても必ず集まります。

　私自身ラジオ体操を続けてきて、首が回りや

すくなったり、歩き方がしっかりしたりと、日

常生活の動きに変化が出てきました。

　子どもから大人まで一緒にできるラジオ体操

が、上灘地区だけでなく、他地区にも広まれば

と思います。」

上灘ラジオ体操会
中
なか や ま

山重
し げ は る

治さん（７５）

 ラジオ体操で１日分の必要運動を

～体験者の声～
◇ からだが軽く、動きが楽になっ
た。（６０代・男性）
◇ 痛いところが徐々に楽になった
気がする。（６０代・女性）
◇ 首、腰が楽になった。意識して
からだを動かすようになった。
（６０代・男性）

や
って
みました

湯中
運動

ヒザ・腰シャキッと湯中運動教室に参加しませんか
とき：９月９日（火）～１２月９日（火）までの毎週火曜日（全１３回）

ところ：湯命館

参加料：無料 ※温泉入浴料５００円が必要。回数券（１３枚綴り５，０００円）あり

持ち物： 水着か濡れてもいい服（Ｔシャツ・短パン可）、タオル、お茶 
※水着の有料レンタルあり

 問関金温泉旅館組合（あ４５－３７３７／い４５－３７４７）

　適度な運動は、生活習慣病などを予防するだけでなく、ストレス解消などの効果があります。また、運動をす
ることで、転びにくくなるなどの効果や、転倒によって骨折し、介護が必要となることを防ぐ効果もあります。
なかなか運動の時間がとれない人は、無理なく生活の中に運動を取り入れてみましょう。

や
っ
て
ま
す

み
ん
な
で

健
康
づ
く
り
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い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に

　「
倉
吉
市
で
は
、
特
定
健
診
や
各
種
が
ん
検

診
受
診
率
の
低
迷
が
続
い
て
お
り
、
県
中
部
の

男
性
の
胃
が
ん
、
女
性
の
乳
が
ん
に
よ
る
死
亡

率
は
東
・
西
部
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
単
に
受
診
率
の

向
上
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、
各
地
域
の
健

康
課
題
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
と
行
政
が
一
緒

に
な
っ
て
解
決
策
を
考
え
る
取
り
組
み
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　〝
住
民
参
加
型
の
保
健
活
動
〞〝
地
域
力
を
生
か

し
た
健
康
づ
く
り
〞を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
近

隣
の
住
民
同
士
が『
健
診
に
行
こ
う
』と
声
を
か

け
合
え
た
り
、
病
気
が
あ
っ
て
も
、
き
ち
ん
と

自
分
自
身
の
健
康
管
理
が
で
き
、
重
症
化
を
予

防
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
、

一
人
一
人
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
ま
ち

全
体
も
元
気
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
誰
も
が
病
気
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ

ま
で
も
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」

くらよし元気体操普及員が、わかりやすく指導／くらよし元気体操教室
　運動はちょっと苦手という人も、みんなで集まって楽しくからだを動かして元気になること間違いなし。

とき：月２回※９月のみ１回　午前１０時～１１時／ところ：伯耆しあわせの郷

※どなたでも参加できます。要申込。

※問い合わせ・申し込みは保健センターまで 問保健センター(あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

開催日
９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２２日（月）
１１日（土）
２０日（月）

８日（土）
１７日（月）

１３日（土）
２２日（月）

１０日（土）
１９日（月）

７日（土）
１６日（月）

７日（土）
１６日（月）

市
民
一
人
一
人
が
健
康
づ
く
り
の
意
識
を
高
め
よ
う
！

く

ら

よ

し

元

気

体

操

の

ス

ス

メ

全身体
操

編

介護予
防

編

筋力トレー
ニ

ン
グ
編

保健センター
所長補佐
竹中啓子（保健師）

くらよし元気体操普及員
手嶋英子さん（長坂新町）

くらよし元気体操普及員
倉繁孝幸さん（大原）

保健センター
早田鈴美保健師

介護予
防

編

くらよくらよ
倉繁倉倉繁繁

操

編

操

員員普及員及員普普及普及員員及員
坂新町）坂坂新町））町）町新町）町）

レー
ニ

ン
グ

普及員の手嶋さんは、毎月
２回明倫公民館で開催され
る教室に参加しています！



《地域の防災について考えましょう》
 ９月１日は防災の日、８月３０日～９月５日は防災週間です。
問防災安全課（あ２２―８１６２／い２２－１０８７）

災
害
の
種
類
も
様
々
に

　
防
災
の
日
と
防
災
週
間
は
、
大
正
12

年
９
月
１
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災

に
ち
な
ん
で
、
国
民
の
災
害
に
対
す
る

認
識
を
深
め
る
た
め
に
昭
和
35
年
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
台
風
を
は
じ
め
、
近
年
で
は
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
、
以
前
に
は
な
か
っ
た
災
害

が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も

防
災
の
日
・
防

災
週
間
を
機
に

も
う
一
度
、
防

災
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

風
水
害
か
ら
身
を
守
る

　
ま
だ
ま
だ
風
水
害
シ
ー
ズ
ン
が
続
い

て
い
ま
す
。
風
水
害
か
ら
自
分
と
家
族

を
守
る
た
め
に
、家
の
内
外
の
備
え
や
、

避
難
場
所
な
ど
を
確
認
し
、
話
し
合
い

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
支
え
あ
い
を
基
本
に
！

　「
自
助
」「
共
助
」
の
考
え
方
を
基
本

に
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
の
災
害

時
に
配
慮
が
必
要
な
人
の
避
難
支
援
に

つ
い
て
、
地
域
で
支
え
合
う
体
制
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

水
害
に
備
え
る

巌
城
水
防
倉
庫
を
整
備

　
天
神
川
の
水
害
に
備
え
る
巌
城
水
防

倉
庫
が
老
朽
化
し
た
た
め
、新
た
に
水
防

倉
庫
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
中
に
は
、真
砂
土
、投
光
器
、発
電
機
、

水
中
ポ
ン
プ
、ス
コ
ッ
プ
、バ
ッ
テ
リ
ー

な
ど
水
防
に
か
か
わ
る
資
機
材
が
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
害
が
発
生
し
た
場
合
や
、
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の

資
機
材
を
利
用
し
て
災
害
対
策
を
実
施

し
ま
す
。

風水害から自分と家族とを守るために

■家の外の備え ～大雨が降る前、風が強くなる前に～

　・窓や雨戸はしっかりと鍵をかけ、必要に応じて補強する。

　・側溝や排水溝は掃除して水はけをよくする。

 　・ 風で飛ばされそうなものは飛ばないように固定したり、家

の中に格納する。

■家の中の備え

　 ・ 非常用品の備え（懐中電灯、携帯用ラジオ、乾電池、救急用

品、衣類、非常用食品、貴重品など）

　・飛散防止フィルムなどを窓ガラスに張る。

　 ・ 万一の飛来物の飛び込みに備えてカーテ

ンやブラインドをおろしておく。

　・断水に備えて飲料水を確保する。

■避難場所の確認

　 ・ 学校や公民館など、避難場所として指定されている場所へ

の避難経路の確認をする。

　・普段から家族で避難場所や連絡方法などを話し合っておく。

　 ・ 避難の時は、持ち物を最小限にして、両手が使えるように

しておく。

防災情報のメール配信がご利用できます
　倉吉市から防災情報をメール配信します。ぜひ登録し、ご利用ください。

① 下記のアドレス宛に空メールを送信してください。

kurayoshi@xpressmail.jp
② 登録用メールが配信されますので、記載されたＵＲＬへアクセスしてください。

※災害時には、防災行政無線と連動してメールが配信されます。

登録方法は次のとおりです

▲登録用ＱＲコード

▲ 平成２６年７月に整備された厳城水防倉

庫。水害対策への備えの拠点となる。

皆さんの生活に直結する制度やイベントを

紹介するコーナーです。

くらよし市政情報

2014.9（10）



《下水道を正しく使って水環境を守りましょう》
  ９月１０日は「下水道の日」、１０月１日は「浄化槽の日」です。
問下水道課（あ２２―８１７６／い２２―８１４０）

ど
う
し
て
９
月
10
日
が「
下

水
道
の
日
」な
の

　
下
水
道
の
役
割
は
、
雨
水
や
汚
水
を

地
下
水
路
に
集
め
、
処
理
場
で
浄
化
処

理
を
行
い
、
き
れ
い
な
水
を
自
然
の
サ

イ
ク
ル
に
戻
す
こ
と
で
す
。

　
下
水
道
の
日
は
、
そ
の
役
割
の
一

つ
で
あ
る「
雨
水
の
排
除
」
を
念
頭

に
、
台
風
が
多
い
二に
ひ
ゃ
く
と
お
か

百
十
日
を
過
ぎ
た

二に

ひ

ゃ

く

は

つ

か

百
二
十
日
が
適
当
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
９
月
10
日
と
さ
れ
、
下
水
道
の
役

割
や
下
水
道
整
備
の
重
要
性
な
ど
に
つ

い
て
み
な
さ
ん
の
理
解
と
関
心
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※ 

二
百
十
日
、
二
百
二
十
日
は
雑
節
の
一
つ

で
、立
春
か
ら
数
え
た
日
数
で
す
。

下
水
道
へ
接
続
し
ま
し
ょ
う

　
下
水
道
は
、
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
区
域
の
み
な
さ
ん
が
接
続
し
て

こ
そ
、最
大
の
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　
ま
た
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
下
水

道
整
備
後
３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に

改
造
す
る
こ
と
が
建
物
の
所
有
者
に
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
未
接
続

の
場
合
は
、
速
や
か
な
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

※ 

な
お
、
下
水
道
接
続
に
伴
う
排
水
設
備
の

改
造
に
必
要
な
資
金
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

10
月
１
日
は「
浄
化
槽
の
日
」

　
浄
化
槽
に
関
す
る
諸
制
度
を
整
備
し

た「
浄
化
槽
法
」が
全
面
施
行
さ
れ
た
10

月
１
日
が
浄
化
槽
の
日
と
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
浄
化
槽
は
、
し
尿
や
生
活
雑
排
水
の

汚
れ
を
き
れ
い
に
し
て
、
川
や
湖
な
ど

へ
流
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、管
理
が
不

十
分
な
浄
化
槽
で
は
、
汚
れ
た
ま
ま
の

水
が
流
れ
出
て
し
ま
い
、
川
や
湖
な
ど

の
水
が
汚
れ
、
悪
臭
が
す
る
な
ど
生
活

環
境
の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
大
切
な
自
然
を
守
り
、
生
活
環
境
を

守
る
た
め
、
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る

人
は「
浄
化
槽
管
理
者
」と
し
て
法
令
な

ど
に
基
づ
く
適
正
な
維
持
管
理
と
法
定

検
査
の
受
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
の
正
し
い
使
用
を
お

願
い
し
ま
す

　
下
水
道
も
正
し
い
使
い
方
を
し
な
け

れ
ば
水
を
き
れ
い
に
す
る
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
ま
せ
ん
。

　
水
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、
下
水
道

を
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

台
所
で
は

残
飯
や
油
を
流
さ
な
い

　
残
飯
や
野
菜
く
ず
を
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
排
水
管
の
詰
ま
り
や
悪
臭
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

　
特
に
、
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
油
を

流
す
と
、
冷
え
て
固
ま
り
下
水
道
管
が

つ
ま
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
の
汚
れ
は
ふ
き

取
っ
て
か
ら
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

水
洗
ト
イ
レ
で
は

タ
オ
ル
や
紙
お
む
つ
を
流
さ
な
い

　
専
用
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外

の
も
の
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
タ
オ
ル
や
衣
類
を
落
と
し
て
も
絶
対

に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
便
器
や
排

水
管
の
詰
ま
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
高
い
所
か
ら
低
い
所
へ

自
然
流
下
で
汚
水
を
流
し
て
い
き
ま

す
。し
か
し
、地
形
な
ど
の
理
由
に
よ
り

自
然
流
下
で
き
な
い
場
所
で
は
、
マ
ン

ホ
ー
ル
内
に
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
強
制

的
に
汚
水
を
送
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
に
タ
オ

ル
、
衣
類
な
ど
の
水
に
溶
け
に
く
い
異

物
が
流
れ
込
む
と
、
ポ
ン
プ
が
故
障
し

て
運
転
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

集
落
排
水
の
地
域
で
は

定
期
的
な
分
離
ま
す
の
清
掃
を

　
詰
ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

定
期
的
な
分
離
ま
す
の
清
掃
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

排
水
設
備
工
事
は
必
ず
指
定

業
者
へ

　
排
水
設
備
工
事
を
す
る
と
き
は
、
必

ず
市
が
指
定
し
た「
指
定
業
者
」へ
申
し

込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

　
指
定
業
者
は
、
法
律
や
条
例
で
定
め

ら
れ
た
基
準
に
合
っ
た
排
水
設
備
を
設

置
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
を
習
得
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、「
指
定
業
者
」
の
一
覧
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。
ま

た
、
下
水
道
課
で
も
一
覧
表
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

下水道マスコッ
トキャラクター
「スイスイ」

下水道マ
トキャラ
「スイスイ

（11）平成 26.9



気
楽
に
寄
れ
る
場
所
を

　
私
た
ち
は
今
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

話
し
合
う
た
め
の
交
流
拠
点
を
作
ろ
う
と

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
人
も
県

外
の
人
も
行
っ
て

み
た
い
と
思
え
る

場
所
と
し
て
、
元

旅
館
を
活
用
で
き

な
い
か
、
役
割
分

担
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

『
人
海
戦
術
』で
奮
闘
中
！

　
仲
間
が
そ
れ
ぞ
れ
の
人
脈
を
た
ど
り
、

地
元
に
い
る
専
門
家
を
呼
ん
で
、
旅
館
の

改
装
に
必
要
な
手
続
き
や
工
事
の
発
注
の

相
談
に
乗
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
れ
ぞ
、『
人

海
戦
術（
＝
仲
間
の
力
）』。

　
し
か
し
、
建
物
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、

「
協
力
し
た
い
が
見
積
り
が
で
き
な
い
」、

「
公
共
工
事
の
時
期
と
重
な
っ
て
動
け
な

い
」な
ど
、
思
わ
ぬ
手
詰
ま
り
が
発
生
。
手

を
尽
く
す
も
な
か
な
か
工
事
に
た
ど
り
着

け
ず
、
焦
る
日
々
も
あ
り
ま
し
た
。
計
画

を
進
め
る
た
め
に
集
め
た
情
報
を
前
に
、

「
う
ー
ん
」と
考
え
込
み
…
。

　
そ
し
て
、
交
流
拠
点
に
人
が
来
て
く
れ

る
こ
と
が
目
標
な
ら
、
無
理
や
り
旅
館
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
で
は
な
い

と
い
う
結
論
に
。

　
自
分
た
ち
の
力
を
信
じ
て
、
場
所
づ
く

り
へ
の
試
行
錯
誤
を
続
け
ま
す
。

地
元
の
底
力
・
新
た
な
視
点

　
計
画
を
進
め
る
段
階
で
、
い
ろ
ん
な
人

が
集
ま
り
、
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
元
の
人
も
、
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン

で
関
金
に
や
っ
て
き
た
人
も
共
通
に
感
じ

ら
れ
る
、
地
域
に
対
し
て
の「
誇
り
・
愛
着
・

共
感
」が
、
人
を
動
か
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
人
は
、
草
刈
り
・
剪せ
ん
て
い定

・
修
繕

な
ど
な
ど
、「
た
し
な
み
だ
！
」と
、
職
人

の
よ
う
に
こ
な
し
て
し
ま
い
ま
す
。
外
か

ら
や
っ
て
き
た
人
は
、
そ
の
姿
を
見
習
い

つ
つ
も
、
新
た
な
視
点
で
地
域
を
捉
え
て
、

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
と
、「
で
き
る
こ

と
で
参
加
」が
、
今
後
も
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

り
そ
う
で
す
。
若
い
世
代
を
は
じ
め
、
ま

だ
ま
だ
仲
間
を
募
集
中
！
人
生
楽
し
ん
だ

も
の
勝
ち
♪
な
ん
て
ね
。

No.
666666666666666

関金温泉若女将（地域おこし協力隊）

ブログ「せきがね時間」も更新中!
 ameblo.jp/sekiganeonsen-
wakaokami

22５

第
４
回
と
り
た
ん
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
！

　
今
回
は
、
学
科
別
授
業
体
験
に
加
え
、

〝
卒
業
生
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〞を

行
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
ア
ン
ケ
ー

ト
抽
選
会
な
ど
、
楽
し
い
企
画
が
盛
り
だ

く
さ
ん
！
受
験
生
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
、
保
護
者
、
一
般
の
皆
さ
ん
も
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
２７
年

４
月
開
学
予
定
の
鳥

取
看
護
大
学（
設
置

認
可
申
請
中
）
に
つ

い
て
の
説
明
、
授
業

体
験
も
あ
り
ま
す
。

【
と
き
】 ９
月
７
日（
日
）

午
前
１１
時
〜
午
後
４
時

（
受
付
は
午
前
１０
時
１５
分
〜
）

【
と
こ
ろ
】鳥
取
短
期
大
学

【
内
容
】

◎
卒
業
生
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
学
生
時
代
を
振
り
返
っ
て
、〝
と
り

た
ん
〞
の
魅
力
を
語

り
ま
す
！

◎
学
科
別
授
業
体
験

　
ど
ん
な
授
業
を

す
る
の
？
実
際
に

体

験

し

て

み

ま

し
ょ
う
！

国
際
文
化
交
流
学
科

・ 

ど
う
し
て
ス
カ
ー
フ
を
か
ぶ
っ
て
は

い
け
な
い
の
？

生
活
学
科 

情
報
・
経
営
専
攻

・ 

動
く
楽
し
い
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
作
っ

て
み
よ
う
！

生
活
学
科 

住
居
・
デ
ザ
イ
ン
専
攻

・ 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
名
刺

を
つ
く
ろ
う

生
活
学
科 

食
物
栄
養
専
攻

・
砂
糖
の
魅
力
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！

幼
児
教
育
保
育
学
科

・ 

困
り
感
を
抱
え
る
子
ど
も
の
姿
と
保

育
〜
子
ど
も
の
視
点
で
理
解
を
深
め

よ
う
〜

鳥
取
看
護
大
学（
設
置
認
可
申
請
中
）

・ 

命
を
守
る
知
識
と
技
術「
自
治
会
長

ゲ
ー
ム
」〜
災
害
へ
の
備
え
〜

※
そ
の
他
に
７
つ
の
授
業
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

◎
保
護
者
対
象
説
明
会

◎
な
ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
な
ど

※
昼
食
無
料

※ 

無
料
送
迎
バ
ス﹇
行
き
﹈
倉
吉
駅
５
番
バ
ス

乗
り
場
発（
午
前
１０
時
２５
分
、
１０
時
４５
分
）

﹇
帰
り
﹈短
大
発（
午
後
４
時
１０
分
、４
時
２５
分
）

問 

鳥
取
短
期
大
学
入
試
広
報
課

（
あ
２６
ー
９
１
７
１
）

／お待ちしています！＼

昨年の卒業生パネル
ディスカッションの様子

元旅館ロビーを大掃除

2014.9（12）



聞
こ
え
な
い
、
聞
こ
え
に
く
い

と
い
う
こ
と

　
聞
こ
え
な
い
人
、
聞
こ
え
に
く
い
人

の
生
活
を
想
像
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
聞
こ
え
る
人
は
た
く
さ
ん
の「
音
」に

囲
ま
れ
て
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
目
覚

ま
し
時
計
、
サ
イ
レ
ン
、
音
声
で
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
、
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
、
た
く
さ

ん
の「
音
」か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
り

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
何
を
意
味

す
る
の
か
を
判
断
し
、
情
報
を
得
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
聞
こ
え
な
い
人
は
そ
の

「
音
」が
聞
こ
え
な
い
、
ま
た
は
聞
こ
え
に

く
い
の
で
、
そ
れ
ら
か
ら
情
報
を
得
る
こ

と
は
困
難
で
す
。

聞
こ
え
な
い
人
の
体
験
か
ら

　
聞
こ
え
な
い
人
は
、
見
た
だ
け
で
は

分
か
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
後
ろ
か
ら

声
を
掛
け
ら
れ
て
も
反
応
で
き
ず
、
そ

の
結
果「
無
視
を
さ
れ
た
」と
誤
解
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
助
け
が

欲
し
い
と
き
も
、
周
り
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
ず
、
困
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
中
で
は
、
聞
こ
え
な
い
人
や

手
話
へ
の
理
解
が
不
十
分
な
た
め
、
聞

こ
え
な
い
人
に
必
要
な
情
報
が
入
ら
ず
、

地
域
の
人
と
の
交
流
が
し
づ
ら
い
と
い

う
悩
み
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
互
い
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

よ
い
の
か
分
か
ら
ず
、
疎
遠
に
な
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
聞
こ
え
る
人
が
手
話
を
習
得
す
る
こ

と
で
、
聞
こ
え
な
い
人
と
の
距
離
は
近
く

な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
手
話
を
理
解
し

ま
し
ょ
う
。
互
い
に
対
等
な
人
間
と
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
、

共
生
し
て
い
く
た
め
に
必
要
で
す
。

　
鳥
取
県
は
、
手
話
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
聞
こ
え
な
い
人
も
笑
顔
で
地
域

の
中
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
身
近
な
手

話
を
学
べ
る『
手
話
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』を
作

成
し
ま
し
た
。
県
内
の
小
・
中
・
高
等
・

特
別
支
援
学
校
へ
配
布
さ
れ
、
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の『
手
話
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』は
、
鳥
取

県
庁
や
中
部
総
合
事
務
所
な
ど
で
、
１

冊
１
０
０
円
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
鳥
取
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
と
て
も
分
か
り
や
す
い
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
の
手
話
教
室

　
次
の
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
手

話
教
室
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
手
話
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

・ 

倉
吉
市
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー（
鍛
冶
町
）

（
あ
２２
ー
４
７
６
８
）

・ 

や
ま
び
こ
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー（
中
河
原
）

（
あ
２８
ー
４
２
６
５
）

・ 

さ
わ
や
か
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー（
上
米
積
）

（
あ
２８
ー
２
０
１
７
）

※ 

開
催
日
時
に
つ
い
て
は
各
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

倉吉市人権政策課
  ２２―８１３０／   ２２―８１３５
   ｊｉｎｋｅｎｓｅｉｓａｋｕ＠ｃｉｔｙ．ｋｕｒａｙｏｓｈｉ．ｌｇ．ｊｐMAIL

▼手話教室の様子

人権のために学ぶ同和教育講座
第４回テーマ「子どもの人権」

とき：９月１３日（土）

演題： 「支配と愛の構造で考える～

ＤＶから子ども虐待へ…～」

講師：   由起子さん

（子ども虐待防止アドバイ

ザー）

第５回テーマ 

「外国にルーツを持つ人の人権」

とき：１０月４日（土）

演題： 「地域で考える共生の課題

～外国人も住民の一人で

す～」

講師： 榎
え の い

井 縁さん

（大阪大学未来戦略機構第

五部門特任准教授）

【共通事項】

時間：午後１時３０分～３時３０分

ところ： 倉吉交流プラザ

視聴覚ホール

参加費：無料

※手話通訳があります。

聞こえない人の想い

　「こんなことも知らない」ので

はなく、情報が少ないため、知

らないことがいっぱいあるのが

聴覚障がい。聞こえないという

障がいを、少しでも分かろうと

する姿勢を持ってほしい。

　それぞれの障がいの程度に

よって、コミュニケーション方

法が違うので、その人に合った

方法で行うことが大切。

　聴覚障がいとは、「目に見えな

い障がい」。また、音声のみの日

常生活場面で情報が得られず、

困ることが多い。

　聴覚障がいがある人とない人

との共生に繋がる一歩を踏み出

すために、手話を言語と理解し、

もっと覚えて、私たちと関わっ

ていただけると嬉しい。

人権相談を行っています
【倉吉会場】市役所本庁舎第３会議室
とき：９月１８日（木） 午後１時～３時・１０月１７日（金） 午後１時～４時

※関金会場では１０月の開催はありません
【関金会場】高齢者生活福祉センター（関金宿）
とき：９月１２日（金）　午後１時～４時

（13）平成 26.9

～聴覚に障がいのあ

る人と聞こえる人が

共生できる社会を実

現するために～
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ご存じですか？屋外広
告物のルール

　屋外広告物が無秩序に掲出され

てしまうと、まちの美観を損なう

ほか、思わぬ事故が発生する危険

があります。市では、良好な景観の

形成と広告物による事故防止を目

的に｢倉吉市屋外広告物条例｣を

定め、広告物の適正な掲出をお願

いしています。

　また、毎年９月１日～１０日を

「屋外広告物適正化旬間」として関

係団体と啓発活動を行い、９月１

日に「屋外広告パトロール」を倉吉

駅周辺で実施します。

 ■屋外広告物とは

　「常時または一定の期間継続し

て屋外で公衆に表示されるもの」

で、個人や法人の名称、商品名など

の文字表示から、商標やシンボル

マークなどの記号表示、その内容

が営利を目的としないものまで含

まれます。

 ■屋外広告物を掲出するには

　掲出する場合の多くは許可が必

要です。また、許可を得るには市が

定める基準を守らなければなりま

せん。まだ手続きがお済みでない

場合は、速やかに申請してくださ

い。なお、手数料がかかりますの

で、詳しくは相談ください。

 問景観まちづくり課（あ２２－８１７５／い２２
－８１４０）

倉吉市戦没者慰霊祭に
ご参列を

　第６１回倉吉市戦没者慰霊祭を

開催します。多数のご遺族、一般

市民の皆さんのご参列をお願いし

ます。

【とき】 ９月３０日（火）

午後１時３０分～

【ところ】倉吉未来中心小ホール

 問福祉課（あ２２－８１１８／い２２－７０２０）

退職したら国民年金加
入手続きを忘れずに

だれもが加入

　国民年金は、日本に住む２０歳以

上６０歳未満のだれもが加入しな

ければならない社会保険制度で、

病気やケガによって働けなくなっ

たときや老齢といった、収入を得る

のが困難になったときに、生活の基

礎となるべき費用が年金として支

給されます。

　国民年金に加入しなかったり、

保険料を未納のままにしておくと、

万一病気や事故で障がいが残った

ときに障害基礎年金が受けられな

い場合があります。

保険料の納付が困難なときは

　納付するのが困難な場合は、申

請し承認されると所得額に応じて

「全額免除」または「一部納付」制度

や、３０歳未満の人は「若年者納付

猶予制度」がありますので、お早め

に手続きをしてください。また、学

生は「学生納付特例制度」がありま

すので、申請の場合は学生証また

は在学証明書を持参してください。

納付特例を受けた期間の保険料

は、１０年以内ならさかのぼって納

めることができます。

人生を支える

　長い人生をずっと支える国民年

金。まだ加入していない人はすぐ

手続きし、保険料を納めましょう。

 問日本年金機構倉吉年金事務所（あ２６－
５３１１／い２６－１７４２）、市民課市民サービス係

（あ２２－８１５５／い２２－２９５４）

終戦時の引揚者などに 
通貨や証券を返還します

　税関では、お預かりしているつ

ぎの通貨・証券などを返還してい

ます。

① 終戦後、外地から引き揚げてき

た人が、上陸港の税関、海運局

に預けた通貨・証券など

② 外地の集結地において総領事

館、日本人自治会などに預けた

通貨・証券などのうち日本に返

還されたもの

　申し出は、本人だけでなく、家

族でも行うことができます。心当

たりのある人は、上陸港を所管す

る税関または境税関支署へお問い

合わせください。

 問境税関支署（〒６８４－００３４ 境港市昭
和町１１－１８／あ０８５９－４２－２２２８／い

０８５９－４２－３８９３）

防災行政無線戸別受信
機の調子はいかがですか

　戸別受信機の放送が聞き取れ

ない、雑音がするなどの不具合が

ありましたら、倉吉市防災無線サ

ポートセンターにご連絡ください。

 問倉吉市防災無線サポートセンター（あ２７
－０１５３）

４４４４４４４４４４４４４４４４４４０）００）０）０）０）０））０）０）０）００）０）００）０）０）０００）００）００
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９月２０日はバスが初め
て運行された日です

　明治３６年９月２０日、日本で初

めてバスが運行されました。この日

を記念して、９月２０日は「バスの

日」に制定されています。

路線バスは身近な交通手段

　路線バスは通勤・通学から観光

まで幅広く利用できる、身近で、な

くてはならない交通手段です。

　今は元気で自家用車などを利用

している人も、けがをして、あるい

は高齢になって自家用車に乗れな

くなったときのことを想像してみ

てください。バスなどの公共交通機

関が、なくてはならない存在になる

のではないでしょうか。

路線バスを維持しよう

　しかし、自家用車の普及や、少子

高齢化などの影響により、利用者

が年々減少しており、このままでは

便数が減るどころか、路線そのも

のが維持できなくなるおそれもあ

ります。一度路線がなくなってしま

うと、復活させることはとても難し

く、いざ必要になったときにはバス

が走っていない、ということも考え

られます。

　路線バスを維持するため、さらに

はもっと便利にするためには、普段

からバスを利用しておくことが大

切です。

バスは簡単

　バスの乗り方は、慣れると簡単で

す。倉吉市内を走る路線バスは、乗

る時は後ろの扉から入って整理券

を取り、降りる時は運転席横で料金

を支払って前の扉から出ます。

　「バスの日」をきっかけに、バスに

乗って出かけてみませんか？

 問総合政策課（あ２２－８１６１／い２２－
８１４４）

市議会９月定例会のお
知らせ

　平成２６年９月倉吉市議会定例

会が次のとおり開催されます。

通し日 月・日 曜 会議区分 時間 内容

１
9月
1日 月 本会議

午前
10時

議案の上程、
提案理由の
説明

２ 2日 火 本会議
午前
10時

市政に対す
る一般質問

３ 3日 水 〃 〃 〃

４ 4日 木 〃 〃 〃

５ 5日 金 予備日

６ 6日 土 休会

７ 7日 日 〃

８ 8日 月 本会議
午前
10時

付議議案に
対する質疑

９ 9日 火 〃 〃 〃

10 10日 水 〃 〃
 〃 ～委員
会付託

11 11日 木 予備日 〃 〃

12 12日 金 委員会 総務経済

13 13日 土 休会

14 14日 日 〃

15 15日 月 〃

16 16日 火 委員会 総務経済

17 17日 水 〃 建設企画

18 18日 木 〃 〃

19 19日 金 〃 教育福祉

20 20日 土 休会

21 21日 日 〃

22 22日 月 委員会 教育福祉

23 23日 火 休会

24 24日 水 議事整理

25 25日 木 本会議
午前
10時

委員長報告
～付議議案
の討論・採決

※会派質問（２日～４日）の順序は次のと

おり。①新政会②くらよしアイズ・倉

吉自民共同③公明党・グリーン共同

※順番は変わることがあります。また、

１人会派議員および無所属議員は、

会派質問の後、質問を行います。

 問議会事務局（あ２２－８１４５／い２２－
８１４６）

ごみゼロ全市一斉清掃
にご協力ください

　今年度のごみゼロ全市一斉清掃

は１０月１９日(日)に実施します。

　ごみや散乱した空き缶などのな

い「きれいなまち」をめざして、市民

の皆さんのご協力をお願いします。

 問環境課（あ２２ー８１６８／い２２ー８１３６）

９月９日は救急の日、７～
１３日は救急医療週間です

　突然意識が無くなり倒れた人と

遭遇したとき、けがをしている人と

遭遇したときなどに一般の人がで

きる手当を応急手当と言います。

実際の救急現場でも一般の人が応

急手当てを実施し、一命をとりと

めた事例が報告されています。

　このような場

面に遭遇したと

き、適切な応急

手当てを実施で

きるように、各

消防署では応急手当講習会の申し

込みを随時受け付けています。

　講習を希望する人は、最寄りの

消防署へお気軽にお問い合わせく

ださい。

【講習会申し込み先】

倉吉消防署（あ２６－２１２２）

西倉吉消防署（あ２８－２１１０）

羽合消防署（あ３５－２７１３）

東伯消防署（あ５２－３３４６）

 問倉吉消防署救急係（あ２６－２１２２／い
２６－２１２０）

整骨院では負傷原因を
正確に伝えましょう

　保険証を使って受けられる整骨

院（柔道整復師）での施術は次の場

合に限られます。

　施術を受けるときには、負傷の

原因を正確に伝えましょう。

 ■保険証が使える場合

　急性または亜急性期の骨折や脱

臼、打撲、捻挫、挫傷（肉離れなど）

※ 単なる筋肉疲労や肩こり・腰痛・内

科的要因による疾患などの場合は、

保険証は使えません。

 ■保険証を使って施術を受ける

場合に注意すること

・ 申請書の内容をよく確認して署名

または捺印する。

・領収書は必ずもらって保管する。

 問医療保険課（あ２２－８１５１／い２２－
２９５４）
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行政相談所

【倉吉会場】市役所第３会議室
とき：９月１８日（木）午後１時～３時
【関金会場】 高齢者生活福祉セン

ター（関金宿）
とき：９月２６日（金）午後１時～３時
 問総務課（あ２２－８１１２／い２２－１０８７）
くらよし農家相談会

とき： ９月１７日（水）
午前９時～午後３時

ところ： 市役所北庁舎会議室
 問農林課（あ２２－８１５７／い２３－９１００）、

または農業委員会事務局（あ２２－８１７１）

市民生活相談窓口
　生活全般の相談窓口です。
 問地域づくり支援課（本庁舎３階／あ２２

－２７１７／い２２－８２３０）

多重債務・法律相談会
とき： ９月１９日（金）

午後１時３０分～４時
ところ：倉吉未来中心
※事前に予約が必要です。

 問 中部消費生活センター（あ２２－３０００）

調停相談会 ※相談無料
とき： ９月２４日（水）

午前１０時～午後３時
ところ： 倉吉未来中心
内容： 家庭内の問題、土地建物、

金銭貸借、交通事故など
 問鳥取地方裁判所倉吉支部（あ２２－２９１１）
全国一斉！法務局休日相談所
とき：１０月５日（日）

午前１０時～午後３時
ところ：鳥取地方法務局倉吉支局

（駄経寺町）
内容：遺言、相続、心配ごとなど
※要事前予約。相談無料。
 問鳥取地方法務局倉吉支局（あ２２－

４１０８）

関金の伝統行事をご覧
あれ―関金御幸行列

　大鳥居神社・湯の関神社・日吉神

社の隊列が温泉街を練り歩きます。

　「関金御幸行列」は、江戸時代か

ら継続・伝承され、伝統文化とし

て定着。技や所作、装束にこだわっ

た行列は全国的にも珍しく、平成

２３年には倉吉市指定無形民俗文

化財に指定されました。

【とき】９月１５日（月・祝）午後１時～４時

【ところ】関金庁舎～温泉街～大滝

山地蔵院付近

 問関金御幸行列伝承保存会（あ４５－
３５８５）

みんなのバリアフリーコ
ンサートｉｎくらよし２０１４

お子さん連れも大歓迎です。

【とき】 ９月２８日（日）午後１時

３０分開場／午後２時開演

【ところ】倉吉未来中心小ホール

【演奏者】 齋藤友紀（フルート）／小

林圭子（バイオリン）／稲

毛麻紀（ピアノ）ほか

【入場料】無料

 問福祉課（あ２２－８１１８／い２２－７０２０）

ステップ１・２・３ 
３回連続ミニ手話講座

　手話に興味のある人を対象に、３

つのステップで手話を学ぶ講座を

開催します。

【とき】 １１月１１日（火）、１８日（火）、

２５日（火）午後７時～９時

【ところ】倉吉未来中心

【受講料】無料

【申込受付】９月１日（月）～１０月２８日（火）

【申込方法】申込書を鳥取県中部聴

覚障がい者センターへ郵送

※申込書は福祉課に設置してあります。

 問鳥取県中部聴覚障がい者センター
（〒６８２－０８２２ 葵町７２４－１５／あ２７－

２３５５／い２７－２３６０）

埋蔵文化財発掘作業員・
内務作業員を募集

 ■発掘作業員募集

　発掘調査作業員の登録者を募集

します。

【作業内容】遺跡の発掘作業

【作業時間】 午前９時～午後５時

※土日祝日、雨の日を除く

【雇用期間】約２～５か月程度

【応募資格】健康で各自作業現場に

通勤可能な人、未経験者も可。

【募集人数】１５人

【選考受付】

①９月２４日（水）午前１０時

②９月２４日（水）午後２時

③９月２５日（木）午前１０時

※ 先着順ではありません。都合のよい

回の受付時間までにお越しください。

【選考方法】面接

【選考会場】倉吉歴史民俗資料館２

階研修室（倉吉博物館南隣）

 ■内務作業員募集

　発掘調査で出土した遺物の洗

浄・図面整理などを行う内務作業

員登録者を募集します。

【作業内容】遺物の洗浄・復元・図

面整理・製図・トレースなど

【勤務時間】平日週３・４日程度

午前８時３０分～午後５時１５分

【雇用期間】５か月程度

【募集人数】２人

【応募方法】写真を貼り付けた履歴

書を文化財課へ持参、または郵送。

【応募締切り】９月１６日（火）午後５

時１５分まで ※ 郵送の場合も同日必着

【試験日時】９月２５日（木）午後１時

３０分～

【選考方法】製図・トレースなど実

技試験、面接試験

※ 試験会場などの詳細は後日通知します。

※詳しくは募集要項をご覧ください。

※ 募集要項は文化財課または倉吉市

ホームページで入手できます。

 問文化財課（あ２２－４４１９／い２２－２３０３）

福守ニュータウン宅地
分譲申込み随時受付中！

　倉吉市の中心部から西へ約３．５

㎞、車で５分の快適な住宅地です。北

条湯原道路・倉吉西ＩＣも近く便利

です。

【販売区画数】３３区画

【販売単価】７．８万円～８．８万円／３．３

㎡（１坪）、２３，６００円～２６，６００円／㎡

【販売価格】３００万円台～１，１００万

円台※１区画の販売価格

【面積】１２９．９７㎡（３９．３坪）～４１４．５７

㎡（１２５．４坪）

 問鳥取県住宅供給公社赤碕販売所（あ５５
－５１３０）

こんにちは

ありがとう
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四王寺の意義を探る 
　―文化財講演会開催

　倉吉文化財協会では、四王寺を

テーマに講演会を開催します。四王

寺は、平安時代に、仏教の力で外敵

から日本を守るために建てられた

寺院です。

　四王寺を通して平安時代の国際

情勢について考えてみませんか。

【とき】 ９月２７日（土）

午後１時３０分～

【ところ】成徳公民館

【演題】平安時代の四王寺の意義 

【講師】 京都美術工芸大学

非常勤講師 近藤謙
ゆずる

さん

【参加費】無料

 問倉吉文化財協会事務局（文化財課内あ
２２－４４１９／い２２－２３０３）

みんなで楽しくＤＩＹ☆
韓
ハ ン ジ

紙工芸体験教室

　韓国独特の紙である韓紙を使っ

た韓国伝統文化について学び、実

際に韓紙を使ってペン立てを作り

ます。簡単な作業なので子どもも

大人も一緒に楽しめます。

【とき】 ９月２８日（日）

午後１時～３時３０分

【ところ】倉吉交流プラザ第１研修室

【内容】

・ 韓国における韓紙工芸文化につ

いての話

・韓紙のペン立て作り

【参加費】５００円 ※鳥取県中部地区

日韓親善協会会員は３００円

【募集人数】先着３０人

【申し込み】電話かファクスで申し

込んでください。※９月１８日（木）まで

 問観光交流課（あ２２－８１５８／い２２－
８２３０）

市民大茶会で秋を満喫
しませんか

　歴史情緒あふれる町並みを散策

しながら気軽に日本の茶の湯文化

に触れてみませんか。

【とき】 １０月１２日（日）
午前１０時～午後２時

【会場／協力団体】

飛龍閣・くら用心（体験コーナー）／

茶道裏千家淡交会倉吉支部、成徳

小学校体育館／茶道裏千家淡交会

倉吉青年部、市役所西玄関特設会場

／茶道裏千家淡交会倉吉学校茶道

連絡協議会・うつぶき茶道親子教室

【お茶席券】※３席分の金額です

一般：１，０００円／高校生以下：５００円

 問倉吉市市民大茶会実行委員会事務
局（観光交流課内あ２２－８１５８／い２２－

８２３０）

生涯学習講座 「ふるさと散歩～くらよし風土記をひも解く～」受講生募集

　「倉吉ってどんなところ？」この問いに答えられる、倉吉を語れる人づくりをしたいという願いから、中学

生の副読本として『くらよし風土記』が編さんされました。

　私たちも『くらよし風土記』をひも解くように、故郷の大地を、歴史を、倉吉をつくった人やまちを、いま

一度感じてみませんか。

※１講座５００円、年間パスポート１，０００円（何回でも受講可）、大学生以下無料。

※受講の申し込みは電話、ファクス、メールまたは郵送してください。

※特別講座・市外研修は受講生から募ります。１０月１４日（火）より別途募集します。

問生涯学習課（あ２２－８１６７／い２２－１６３８／  gakushu@city.kurayoshi.lg.jp／〒６８２－８６１１ 倉吉市生涯学習課）

とき ところ 内容 講師 受講料 定員

第１回 
（開講式）

9月27日（土）
13：30～15：00

倉吉交流プラザ
視聴覚ホール

【自然】倉吉の自然
―地形と地質の特徴―

岡田 昭
しょうめい

明さん
鳥取環境大学環境学部学部長

各回500円
年間パス
ポート1000円
（何回でも受
講可）

１５０人

第２回
10月12日（日）
13：30～15：00

【歴史】中世伯耆の武将たち
―山名・小鴨氏を中心に―

岡村 吉彦さん
新鳥取県史編さん室室長

１５０人

第３回
10月26日（日）
13：30～15：00

【文化】倉吉のはーこさん
―はこた人形について―

名越 勉さん
倉吉はこた人形保存会理事

１５０人

第４回
11月9日（日）
13：30～15：00

【まちづくり】
倉吉 文化によるまちづくり

前田 明範さん
元倉吉博物館長

１５０人

第５回 
(閉講式）

11月22日（土）
13：30～15：00

【人物】地方名望家の系譜
―下田中・山枡家の場合―

伊藤 康さん
鳥取県立公文書館総括専門員

１５０人

特別講座
11月1日（土）
9：00～12：00

波波伎神社（福
庭）～大日寺（桜）

【文化財（自然）】波波伎神社
社
しゃそう

叢と大日寺のイチョウ
永松 大

だい

さん
鳥取大学地域環境学部教授

無料 　３０人

市外研修
11月15日（土）
9：00～13：00

鳥取市鹿野町
【まちづくり視察研修】やらいな、
しょいな―鹿野ってこんな町―

NPO法人いんしゅう鹿野まち
づくり協議会

昼食代
（実費）

　２５人
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コミュニティプラザ百花堂 展覧会・展示会
開催日 催事内容

９/11（木）～９/16（火） フォト写楽Mデジタルモ
ノクロームの世界

９/18（木）～９/24（火） 中部水彩会展

９/26（金）～10/１（水） 黒見焼 矢田彰儀作陶展

問コミュニティプラザ百花堂（あ２２－６８１１）

EVENT INFORMATION

まちのイベント

産業人材育成センター倉吉校＆ 
建設技術センター「まつり」
～みなさんおいでください～

と　き：１０月５日（日）午前１０時～午後３時

ところ：産業人材育成センター倉吉校、建設技術

センター（福庭町２丁目）

【産業人材育成センター倉吉校会場】

屋台村、体験イベント、倉農太鼓、中央育英高書

道部パフォーマンスなど

【建設技術センター会場】

重機体験、ポップコーン販売、キャラクターおも

ちゃすくい、バルーンアート、屋台など

 問産業人材育成センター倉吉校（あ２６－２２４７）または建設技
術センター（あ２６－６０５１）

くらよし女子駅伝・日本海駅伝競走大会

～「都大路」の前
ぜんしょうせん

哨戦～

　毎年１２月に京都で開催される全国高校駅伝競

走大会“都大路”の前哨戦として注目される「南部忠

平杯第２９回くらよし女子駅伝競走大会」と「第３４

回日本海駅伝競走大会」に、今年も全国から強豪校

が名を連ね健脚を競います。

と　き：１０月５日（日）

　くらよし女子駅伝　午前１０時スタート

　日本海駅伝　正午スタート

発着場所：市営陸上競技場

※ 当日は、交通規制が行われますので、ご協力をお願いします。

 問生涯学習課（あ２２－８１６７／い２２－１６３８）

第２８回めいりん祭

～めいおんバンド、大抽選会、

うまいもんコーナーなど楽しさ満載！～

と　き： ９月２０日（土）正午～　※雨天順延

ところ：ＪＡ鳥取中央メロン選果場前（越殿町）

 問明倫地区振興協議会事務局（明倫公民館内（あ２２－０６４２／
い２３－６０１５）平日午前９時～午後５時

ミニＦＰ（ファイナンシャル・プランナー）フォーラム
ｉｎ 倉吉 ２０１４

～ひとりひとりの夢をかたちに～

と　き：９月６日（土）　午後１時～４時５０分

ところ：倉吉未来中心

時間 内容 定員

午後
１時

おこづかいゲーム
※小学３・４年生対象

親子
６組

午後
１時

講演会「知っておきたい！相続と遺言」
講師：西川洋一

３０人

午後
２時

講演会「はじめてでもわかる！空き家活用術」
講師：山崎裕子

３０人

午後
３時

無料相談会（暮らしとお金に関する相談事） ４組

※それぞれ事前申込が必要（定員になり次第終了）

 問日本ＦＰ協会鳥取支部（あ０１２０－８７４－００９／ tottori_bb@

jafp.or.jp）

薬と健康の週間イベント ※入場無料

～来て、見て、聞いて、あなたの街の薬剤師～

と　き：１０月５日（日）　午前１０時～午後４時

ところ：倉吉未来中心

内　容： 調剤体験、お薬手帳カバーのデコレート、

肌年齢・骨密度・脳年齢測定など、パネ

ル展示、薬剤師によるおくすり相談など

講演会「クスリ(^v^)と笑い」　※午後１時３０分～

講　師：倉吉病院精神科医師 坂口周二さん

 問鳥取県薬剤師会中部支部（あ２７－５０４１）

動物愛護フェスティバル２０１４ 
ｉｎ アミティエ

～ずっと一緒にいたいから～

と　き：９月２３日（火・祝）　受付 午前９時３０分

ところ：人と動物の未来センター・アミティエ（下福田）

内　容：犬のしつけ方教室、ペット無料相談、保

護犬・猫とのふれあい、里親説明、動物写真コン

テスト、スタンプラリー、ミニ運動会、屋台村など

入場料：無料 ※犬がドッグランに入場するときは別途必要

※ 犬のしつけ方教室は、ドッグラン内で行います。要予約。

※天候により予定変更の場合あり

※ ワクチン証明書と狂犬病注射済票がないとドッグランには入

場できません。

　動物写真コンテスト作品の応募を９月１０日（水）まで

受け付けています。詳細はお問い合わせください。

問（公財）動物臨床医学研究所（あ２６－０８５１）



（19）平成 26.9

から
のお知らせ

伯耆しあわせの郷 指定管理者：旭ビル管理株式会社

 小田４５８（あ２６－５５８１／い２６－５６３３）
【利用時間】午前９時～午後８時 【休館日】 月曜日

 ■受講生募集

教室名 開催日など 定員 受講料

男性のための料理教室
「ハンバーグステーキほか」

９月26日（金）
午前10時～午後１時 20人 550円

韓国料理教室①②
「タッカルビ（鶏肉の甘辛炒
め）ほか」

①９月20日（土）
②９月21日（日）
午前10時～午後１時

各28人 550円

※９月３日（水）から申込受付開始。定員になり次第終了。
※受講料のほかに材料費が必要です。
※ １０月開講の新規教室受講生募集については、「伯耆し
あわせの郷 受講生募集」のチラシをご覧ください。

倉吉市文化活動センター 指定管理者：倉吉文化団体協議会

 住吉町７７－１（あ／い２３－６０９５）
【利用時間】  火曜日～土曜日：午前９時～午後１０時

日曜日：午前９時～午後６時
【休館日】月曜日 
※ 大小会議室、音楽室、調理実習室など１時間単位で貸出します。
予約受付中。

 ■モーニングシネマ（無料）

開催日 時間 タイトル

９月　９日（火）

午前１０時

野生の証明

９月１６日（火） ロボコップⅢ

９月２３日（火） 女と男の名誉

９月３０日（火） 釣りバカ日誌２

■リフレギャラリー（無料）

開催期間 内容

９月２日(火)～１３日（土） 第４回山涌敏秋絵画展

９月１６日（火）～２８日（日） 写遊「創造」写真展

■リフレサロンコンサート（無料）

とき 内容

９月１６日(火)午後６時３０分 佐々木道也ヨシ笛コンサート

■文化サロン（無料・定員各５人）　　　※要事前申込

開催日など 内容

９月５日(金)
午前１０時～

写真サロン「近未来写真術」
第１回　ミューズの囁き「服部冬樹」

９月６日(土)
午前１０時～

美術サロン「アクリル画の世界」
第１０回　ジャンルを越えて②「木村林吉」

９月７日(日)
午後１時～

音楽サロン「メトロポリタンのオペラを楽しむ」
第３回　プッチーニ「マノン・レスコー」

９月９日(火)
午後２時～

演劇サロン「蜷川行雄の世界」（シェイクスピアの戯曲）
第３回「から騒ぎ」

９月１２日(金)
午前１０時～

写真サロン「近未来写真術」
第２回　眠そうな町「武田花」

９月１３日(土)
午前１０時～

美術サロン「アクリル画の世界」
第１１回　ジャンルを越えて③「渡辺豊重」

９月１９日(金)
午前１０時～

写真サロン「近未来写真術」
第３回　美術史の娘「森村泰昌」

９月２０日(土)
午前１０時～

美術サロン「アクリル画の世界」
第１２回　総集編「１０人の作家に会って」

９月２６日(金)
午前１０時～

写真サロン「近未来写真術」
第４回　境界線の自己「小林のりお」

１０月３日(金)
午前１０時～

写真サロン「近未来写真術」
第５回　ＴＯＫＹＯ ＮＵＤＥ「篠山紀信」

■受講生募集

教室名 開講日 受講料

ちぎり絵を楽しむ 第１・第３火曜日
午前１０時～１１時３０分

１，０００円／月
（材料費別）

倉吉スポーツセンター 指定管理者：ミズノグループ

 葵町５９１－１（あ２２－５６７４／い２２－５６８４）
【利用時間】午前８時３０分～午後１０時

■受講生募集　　※倉吉スポーツセンターに要事前予約

講座 開催日など

ピラティス教室 毎週水曜 午前１０時～
チェアーエクササイズ 毎週木曜 午前１０時～
エアロビクス 毎週金曜 午前１０時～

共通事項　【参加費】５００円

 ■大会などの予定（９月）
倉吉市営陸上競技場

５日（金） 鳥取県養護学校高等部５校記録会

13日（土） 倉吉市陸上協会土曜記録会

25日（木） 中部小学校陸上競技大会

倉吉市営武道館

28日（日） 中部地区防犯柔道大会

倉吉市営ラグビー場

６日（土） ラグビー交流会　夏の陣

14日（日）、21日
（日）、28日（日） 鳥取県ラグビーリーグ

23日（火・祝） タッチラグビーｉｎ鳥取

倉吉市営野球場

６日（土）、23日
（火・祝）

第16回中部地区スポーツ少年団交流野
球大会決勝トーナメント

７日（日）
第43回日本青年会議所中国地区協議会
野球大会

14日（日）、21日（日） 第66回中国都市対抗軟式野球大会
27日（土）、28日（日）石田紙器杯第22回倉吉市学童軟式野球大会

倉吉市営関金野球場

7日（日） 第43回日本青年会議所中国地区協議会
野球大会

14日（日）、21日（日） 第37回西日本軟式野球大会
15日（月・祝）、23日
（火・祝）

鳥取Pear Kings JABA交流戦

27日（土） 石田紙器杯第22回倉吉市学童軟式野球大会

28日（日） 鳥取Pear Kings JABA・中四国クラブ
野球リーグ

倉吉市営温水プール休館のお知らせ

　倉吉市営温水プールの改修工事に伴い、次の期間

を休館いたします。

　皆さんには大変なご迷惑、ご不便をお

掛けいたしますが、安全性向上のためご

理解いただきますようお願いいたします。

休館期間（予定）

９月２７日（土）～平成２７年３月３１日（火）

 問生涯学習課（あ２２－８１６７／い２２－１６３８）



～白壁土蔵「光の回廊」～

幻想的に照らされた町並みを歩く
７月２６日（土）

　日中の暑さが和らいだころ、玉川沿いの白壁土蔵群がビン

灯ろうやかがり火でライトアップされ、江戸・明治時代の古

い土蔵や商家の町並みが幻想的に浮かび上がりました。赤瓦

１号館横の広場には屋台コーナーが設けられ、行き交う人た

ちは目だけでなく舌も満たされた様子でした。またこの日は、

銀座通りで「打吹天女伝説まつり」も行われており、小学生金

管バンドの演奏や、みつぼし踊りの音に誘われ、たくさんの

人が夏の宵を楽しみました。

～米子鬼太郎空港定期バス出発セレモニー～

西の空の玄関がもっと身近に
７月２５日（金）

　倉吉駅、米子駅、米子鬼太郎空港を結ぶ定期高速バスの運

行が始まり、倉吉駅バスターミナルで、その出発を祝うセレ

モニーが行われました。倉吉－米子鬼太郎空港間を毎日走る

バスは初めてとなり、空港へのアクセスが便利になります。

この定期高速バスは、中型バスを利用した１日２往復４便の

運行で、倉吉駅からは午前６時５分と午後０時半に出発。予

約は不要で、米子駅でも乗降できます。料金は、倉吉駅－米

子鬼太郎空港間・大人１，５００円です。

～新規高卒者雇用確保要請～

前途ある卒業生に幅広い雇用の場を
７月２８日（月）

　来春、高等学校を卒業する予定で、地元就職を希望する生

徒が、地元で就職できるようにと、石田耕太郎市長をはじめ、

竹ノ内誠一倉吉総合産業高等学校長、大坂芳郎倉吉北高等学

校長、花倉隆ハローワーク倉吉所長が倉吉商工会議所を訪れ、

倉都祥行会頭に要請書を手渡しました。石田市長は、「雇用

情勢はよくなりつつある傾向だが、職種によってばらつきが

ある。前途ある卒業生に幅広い雇用の場を確保していただけ

るよう、周知をお願いしたい」と話しました。

地方配送いたします。

一般コシヒカリ ２,９００円/10ｋｇ

三朝コシヒカリ ３,１００円/10ｋｇ

 
ぇ

（アメダス観測所タワー西側）／

奥出雲はざかけ
         コシヒカリ ３，４００円/10ｋｇ

３８０円/1ｋｇモチ米

玄米（コシヒカリ） ７,７００円/30kg

【価格は税込みです】

TEL0858-22-5551 営業時間 あさ9時～よる7時（木曜定休）
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～せきがね夏まつり～

雨にも負けず！関金の熱い夏
８月１５日（金）

　お盆の時期、恒例のせきがね夏まつりが開催され、多くの

市民や帰省客が集まり、関金の夏の一大イベントを楽しみま

した。会場には、明高そばなど関金ならではの店や、仮装バー

などバラエティーに富んだ屋台が並び、ステージでは、地元

グループによる音楽ライブや踊り、合唱などが披露されたほ

か、豪華景品を懸けた抽選会が行われました。心配された雨

もまつりの間に止み、ラストには無事に１，５００発の花火

が打ち上げられ、関金の夏の夜空を彩りました。

～県中総体結果報告および中国大会・全国大会出場激励会～

大舞台への挑戦にエールを
７月３０日（水）

　第４０回鳥取県中学校総合体育大会を勝ち抜いた生徒５２

人の大会結果報告と、中国大会および全国大会での活躍を祈

念する激励会が市役所で行われ、たくさんの市民が応援に駆

けつけました。生徒代表の志
し ま

摩ひかるさん（西中３年）は、「保

護者や地域の皆さん、先生方の支援に感謝し、代表としてベ

ストの試合をしてきます」と決意を述べました。福井伸一郎教

育長は、「中国・全国の舞台を楽しんでほしい。相手も同じ中

学生、臆することはありません」とエールを送りました。

～ふるさと納税街頭ＰＲ～

おかえりなさい倉吉へ
８月１２日（火）

　お盆を前に、倉吉に帰省した人や、観光で訪れた人に「ふ

るさと納税」をＰＲしようと、ＪＲ倉吉駅で石田耕太郎市長

や由田隆市議会議長らが、荷物やお土産をたくさん抱え倉吉

に到着した人たちへパンフレットなどの配布を行いました。

倉吉市のまちづくりに活用するみなさんからのふるさと納税

は、贈呈品の更なる充実を行ったこともあり、県外からの申

し込みが増え、７月３１日現在で５，４８１件と、昨年度１

年間の２，８７９件を大幅に上回る寄附をいただいています。

～有料広告募集中～
【大きさ】

１号広告　縦５㎝×横１８㎝

２号広告　縦５㎝×横  ９㎝

３号広告　縦５㎝×横  ６㎝

【掲載料】

１号広告　３０，０００円／回

２号広告　１５，０００円／回

３号広告　１０，０００円／回

金 金

金

2014年新市町村振興宝くじ 
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●Examination 検診・健診
問保健センター（あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

◇厚生病院の乳がん検診 ※保健センターに要申込

日程 場所 受付時間 検診内容

９月
１１日（木）

厚生病院

１２：２０
～１２：５０ 乳がん検診（視触診）

１２日（金）
１６日（火）

１４：４５
～１４：５５

乳がん検診 
（マンモグラフィ検査）

◇９月集団健診

日程 場所 受付時間 健診内容

９月 １２日（金）北谷公民館

８：００～
１０：００

特定健診・長寿（後
期高齢者）健診・一
般健診・がん検診
（胃・肺・大腸・前
立腺）・肝炎ウイル
ス検診

１０月

１日（水）上小鴨公民館

６日（月）高城公民館

特定健診・長寿（後
期高齢者）健診・一
般健診・がん検診
（胃・肺・大腸・前
立腺・子宮・乳）・
肝炎ウイルス検診

※ 対象年齢、料金など詳細については、各家庭に配布してい
る「くらよし健康ガイド」をご覧ください。

●Prevention&Care 介護予防とケア
問 長寿社会課（あ２２－７８５１／い２２－２９５４）

９月の認知症の人と家族の会「家族の集い」

とき： ９月１８日（木）午前１０時～正午

ところ： 交流プラザ（倉吉パークスクエア内）

９月ホッといきいき教室～介護予防教室参加者募集～

とき： ９月２２日（月） 午前１０時３０分～午後３時

内容： 【午前】講演：おいしく食べて健康長寿

講師：清水病院管理栄養士　山田恭子さん 

【午後】自由時間

ところ：グリーンスコーレせきがね

参加料： １，４００円（昼食・入浴料）

対象者： ６５歳以上で、介護保険を受けていない人
※ １週間前までに長寿社会課に申し込み。
※ 送迎希望の場合は、送迎しますのでご連絡ください。
※ 欠席は９月１９日（金）までにご連絡ください。

認知症サポーター「スキルアップ講座」

ところ：倉吉交流プラザ

対象者： 認知症サポーター養成講座を修了している

人で、全講座に参加可能な人
※事前に長寿社会課に要申込。定員になり次第締め切り。

日程 時間 内容

第１回 ９月１８日（木）

１３：３０～
１６：３０

認知症を正しく理解する
・行動心理症状について
・認知症の人と家族の気持ち

第２回 １０月１６日（木）
実践編
「ロールプレイで対応を学ぶ」

第３回 １１月２０日（木）
実践編
「施設で実際に対応を学ぶ」

第４回 １月１５日（木） まとめ・修了式

おはなし「たんぽぽ」のお楽しみ会

　パネルシアター・大型絵本・手遊びなど、歌を交

えての楽しいお話を親子で聞きます。

とき： ９月１７日（水） 午前１１時～１１時３０分

ところ： 子育て総合支援センター「おひさま」

対象： 未就学の子どもとその保護者（３０組程度）

講師： 香川陽子さん、中島文
あや

さん

申込期限：９月１０日(水)

申込先： 子育て総合支援センター「おひさま」

ノーバディーズ・パーフェクト  ※参加費無料

　グループで話し合ったりいろいろな体験をしたり

して、「自分に合った子育ての方法」を見つけます。

とき： ９月１２日（金）～１０月３１日（金）（毎週金

曜日全８回）午後１時３０～３時３０分

ところ：子育て総合支援センター「おひさま」

対象： １歳～５歳の子どもの保護者（定員１４人）

申込期限：９月５日（金） 　

申込先： 「おひさま」

｠ ●Play&Bred 子育て総合支援センター「おひさま」イベント問 子育て総合支援センター「おひさま」（あ／い２２－３９１４）（上灘公民館 横）

◇午後からの３種目（胃がん・肺がん・大腸がん）検診

日程 場所 受付時間 検診内容

９月 ２５日（木） 上灘公民館 １３：００
～１３：３０

胃がん検診・大腸が
ん検診・肺がん検診１０月 １日（水） 保健センター

※ 胃がん検診の受診は、午前７時までにうどん・食パンなど
消化のよいものを軽めにとり、検査終了まで飲食・喫煙を
しないでください。　※保健センターに要申込

◇９月はがん征圧月間です

　いま、日本人の２人に１人はがんにかかります。中部

地区は胃がんで亡くなる男性が多く、また、乳がんで

亡くなる女性が年々増加しています。がんの初期には

自覚症状がほとんどありません。健康に問題がないと

感じている時こそ、検診を受けることが大切です。

　倉吉市では、各地区の集団健診に加えて、胃・肺・

大腸がん検診（午後）、レディース（子宮・乳がん）検診

も行っています。各種健診受診の際は、４月に送付し

ている健康診査受診券を必ずお持ちください。手元に

ない場合は、保健センターまでご連絡ください。

◇第４２回鳥取県がん征圧大会　※入場無料

とき： 平成２６年９月２日（火）

午後１時３０分～午後４時５分

ところ：米子コンベンションセンター

内容： 【特別講演Ⅰ】「乳がん診療の現状と問題点」

講師： 鳥取大学医学部乳腺内分泌外科准教授

石黒清介さん

【特別講演Ⅱ】「 がんは怖くない―備えあれば憂

いなし、Ｐ
ペ ッ ト

ＥＴのすべて―」

講師： 鳥取大学医学部画像診断治療学分野教授

小川敏英さん
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◇ ９月１０日～１６日は
「自殺予防週間」です

　自死には、健康や経済・生活の

問題のほか、精神障がいやうつ病

も関係しているといわれています。
※「自死」は鳥取県独自の呼称です。

【うつ病の症状の例】

・好きだったこともやる気がおきない。

・ものごとを悪い方にばかり考える。

・体調が悪く、毎日がつらい。

・よく眠れない。おいしく食べられない。

　このような状況が続いたら、か

かりつけ医や専門の医療機関・こ

ころの相談窓口に相談しましょう。

◇心とからだの健康相談

とき： ９月１８日（木）

午後１時３０分～３時３０分

ところ：保健センター

内容： 保健師・栄養士による個別

相談
※保健センターに申し込みが必要です。

◇献血（全血献血）にご協力を

とき： ９月２８日（日） 

午前９時３０分～正午、 

午後１時～３時

ところ：倉吉未来中心
 問鳥取県赤十字血液センター（あ０８５７
－２４－８１０１）

●HealthCare 健康づくり
問保健センター （ あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

◇ 水痘（みずぼうそう）・高齢者用
肺炎球菌ワクチン任意接種の
助成が９月末で終了します

◆助成対象者

【水痘（みずぼうそう）ワクチン】

１歳～小学校就学前の子ども

【高齢者用肺炎球菌ワクチン】

７５歳以上（過去５年以内に接種

していない人）

　１０月から水痘（みずぼうそ

う）・高齢者用肺炎球菌ワクチン

は、定期予防接種となります。定

期接種の対象者には、９月末に接

種券を送付します。

● Immunization 予防接種
問保健センター（ あ２６－５６７０／

い２６－５６６０）

◇乳幼児健康診査

【６か月児】平成２６年３月誕生

とき:１０月８日（水）、９日（木）

【１歳６か月児】平成２５年３月誕生

とき:１０月１０日（金）、１５日（水）

【３歳児】平成２３年９月誕生

とき:１０月３日（金）、７日（火）

【共通事項】

受付:午後１時～１時２０分

ところ:保健センター

持ってくるもの： 母子健康手帳、

アンケート用紙

◇ 育児相談（身体測定・子育て・栄
養相談）

とき： ９月２９日（月）

午前９時３０分～１１時３０分

ところ：保健センター

持ってくるもの：母子健康手帳

◇ マタニティサロン（妊婦の交流・
相談の場）

内容：ミニセミナー「子育てについて」

とき :  １０月３日（金）

午前１０時～１１時

ところ： 子育て総合支援センター

「おひさま」
※保健センターに申し込みが必要です。

◇離乳食講習会

内容：離乳食前期について

とき：９月２４日（水）

受付：午後１時～１時３０分

ところ：保健センター
※保健センターに申し込みが必要です。

◇歯面フッ素塗布

保健センター

とき： ９月２９日（月）

午前９時３０分～１１時３０分

午後１時３０分～３時３０分

持ってくるもの： 母子健康手帳、

歯ブラシ

 問   保健センター（あ２６－５６７０)
中部歯科医師会 口腔衛生センター

とき： ９月１２日（金）

午後２時３０分～４時３０分

持ってくるもの： 母子健康手帳、

コップ、歯ブラシ
※ 口腔衛生センターに申し込みが必要です。

問 口腔衛生センター（東巌城町あ２２－
５４７２）

● Baby&Mother 母子保健
問保健センター（伯耆しあわせの郷内 あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

医療機関を適切に

利用しましょう！

問保健センター（あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

上手に使おう救急医療

　急な病気やけがをした時は、

誰もがあわててしまいがちです。

普段からそのような事態に備え

ておくことが大切です。

■「かかりつけ医」を持つ

　かかりつけ医は、これまでの

病歴や健康状態を把握している

ので、きめ細かな診療を受けら

れます。また、症状に合った専

門医を紹介してもらえます。

■受診はできるだけ診療時間内に

　夜間や休日の救急医療は、緊急

事態に備えるためのものです。急

を要さない場合は、通常の診療時

間内に受診しましょう。

■症状に応じた利用を

　休日や夜間でも、まずは「かか

りつけ医」に相談。相談ができな

くても、比較的症状が軽い場合

は、休日夜間急患診療所や県中部

口腔衛生センターを受診してくだ

さい。

　診察の結果、入院や手術などの

治療が必要な場合は、救急医療機

関を紹介します。

中部休日急患診療所（旭田町１８）

日曜・祝日・年末年始（元旦を除く）

午前９時～午後９時

あ０８５８－２２－５７８０

口腔衛生センター（東巌城町６８）

日曜・祝日・年末年始・盆

午前９時～午後３時

あ０８５８－２２－５４７２

とっとり子ども救急ダイヤル 

（小児救急電話相談）

あ♯８０００を押してください。

【利用時間】

平日：午前７時～午後１１時

土日・祝日：午前９時～午後１１時

（23）平成 26.9



　
１
９
２
０
年
代
に
独
自
な
写
実
主

義
を
提
唱
し
、
革
新
的
な
作
品
を
発

表
し
た
郷
土
ゆ
か
り
の
洋
画
家
・
前

田
寛
治
。
倉
吉
博
物
館
で
は
、
前
田

寛
治
を
顕
彰
す
る
た
め
、
写
実
主
義

絵
画
の
優
秀
作
品
を
募
り
、
現
代
に

お
け
る
写
実
主
義
へ
の
取
り
組
み
を

課
題
と
し
た「
前
田
寛
治
大
賞
展
」を

４
年
に
一
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
当
大
賞
展
は
、
審
査
委
員
の
指
定

し
た
推
薦
委
員
に
よ
っ
て
作
家
を
指

名
す
る「
指
名
応
募
制
」で
す
。
昨
年

選
抜
さ
れ
た
指
名
作
家
３２
人
に
よ
る

４５
点
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
現
代
作
家
に
よ
る
写
実
へ
の
取
り

組
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

倉
吉
博
物
館（
あ
２２
ー
４
４
０
９
／

い
２２
ー
４
４
１
５
）

第
９
回
前
田
寛
治
大
賞
展

写
実
表
現
の
現い

ま在

会期： ９月６日（土）～１０月５日（日）

会場：倉吉博物館

休館日： ９月８日、１６日、２２日、

２９日

入館料：

 一般 ６００円（４００円）

高校・大学生 ３００円（２００円）

※ （　）内は７０才以上または２０人以上の

団体。

※ 中学生以下、障害者手帳などをお持ちの

人と介助者１人は無料。

受賞者ギャラリートーク

　審査委員・受賞者によるギャラリー

トークです。何を考えこのモチーフ

を選んだのか、制作中の話などを聞

くことができます。

【とき】 ９月６日（土）午後３時３０分～

【ところ】倉吉博物館

※要入館料

［大賞] 中裕也《Still Life(黄色い水差しのある静物)》

[佳作賞一席]安
あび こ

彦 文
ふみひら

平

《川辺のアーティチョーク》

[佳作賞二席]

山
やま だ

田 真
しん じ

二《Rosoy（ロゾワ）》

[佳作賞三席]

森
もりよし

吉　健
たけし

《難破船》

2014.9（24）



【今月のオススメ本】

「しりとりあいうえお」

はた こうしろう／さく（偕成社）

　「あ」からはじまるリズミカルな文

に合わせて、ゆかいな動物が登場し

ます。さいごまで言えるかな？

【今月のイベント】

「 僕の絵本のつくりかた～ゲームでは育たない

細部を見る眼～」※事前申込必要

とき：１０月５日（日）

ところ：交流プラザ　視聴覚ホール

講師：はた こうしろうさん

【講演会】午前１０時～１１時３０分

定員：１５０人

【ワークショップ】午後２時～３時３０分

対象・定員：小学生までの子どもと保護者４０組（８０人）
※ 講演会、ワークショップともに、９月１２日（金）午前９時から

電話で申込受付

※参加費無料　※託児あり

読み聞かせ連続講座 第６回

「ことば遊び、手遊び、わらべうた♪」※事前申込必要

とき：９月１４日（日）午前１０時～１１時３０分

ところ：倉吉交流プラザ　第１研修室

定員：３０名　※参加費無料

「 いきいきアクティブライフ～寝たきりにならな

いためのロコモ予防～」※事前申込不要

とき：９月１４日（日）午後１時３０分～４時

ところ：倉吉交流プラザ　視聴覚ホール

講師：鳥取大学医学部教授　萩
は ぎ の

野浩さん

定員：１５０名　※参加費無料

主催：鳥取県立図書館

鳥取県立厚生病院　市民公開講座

「肺がんの治療」※事前申込不要

とき：９月２１日（日）午後１時３０分～４時

ところ：倉吉交流プラザ　視聴覚ホール

定員：１５０名　※参加費無料

主催：鳥取県立厚生病院

「就農相談会」※事前申込必要

とき：９月７日（日）午前１０時～午後３時

ところ：倉吉交流プラザ　第２研修室

「特許情報相談会（無料）」※事前申込必要

とき：９月３０日（火）午後１時～４時

ところ：倉吉交流プラザ　第２研修室

「起業・経営なんでも相談会」※事前申込必要

とき：９月２８日（日）午後１時～５時

ところ：倉吉交流プラザ　第２研修室

◇ ◇
○ △
□
○

９月の開館日
カレンダー

日月火水木金土

１２３４５６
休館日：１日、８日、１６日、２２日、２４日、２９日
資料整理休館日：２５日
○おはなしかい（１１：００～）

倉◇ あかちゃんのおはなしかい
（１１：００～）倉
□むかし話をきく会（１１：００～）倉
△おはなしかい（１０：３０～）関

７８９１０１１１２１３

１４１５１６１７１８１９２０

２１２２２３２４２５２６２７

２８２９３０

問市立図書館（あ47―1183/い47―1180）
せきがね図書館（あ/い45―2523）

●Library 市立図書館

問（あ22―4409/い22―4415）●museum倉吉博物館

開館時間延長試行のご案内

　市立図書館は、１０月２９日（水）までの毎週火・水曜日

に、午後７時まで開館時間延長を試行します。（９月１６日、

２３日、２４日、１０月１４日、２１日、２２日を除く）

　なお、せきがね図書館の開館時間は従来どおりです。

自然ウォッチング「秋の木の実を探そう」

　大平山公園周辺を歩きながら、植物の観察・解説を

行います。動きやすい服装でご参加ください。
※事前申込・参加費不要

とき：９月７日(日)午前９時～

ところ：大平山公園

倉吉博物館講座⑤

「見よう！描こう！前田寛治大賞展」

　特別展「第９回前田寛治大賞展」の作品を鑑賞した

後で、出品作の特徴に注目し、色鉛筆などを使用して

絵を描いたり、ぬり絵をしたりします。絵を楽しんで

見るヒントとなる講座です。※事前申込・参加費不要

とき：９月２１日(日)午後１時３０分～３時

ところ：倉吉博物館

倉吉博物館講座⑥

「石の不思議～遊んで調べよう～」

　形や大きさ・色など、どんな石が落ちているのか小

鴨川河川敷で調べてみます。

　雨天時は倉吉博物館で「石みがき」をします。

※参加費無料

とき：９月２８日(日)午前１０時～１１時３０分

ところ：鳥取県立倉吉養護学校（雨天時は倉吉博物館）

対象：小学生

受付：９月３日（水）より開始（先着１５人）

９月の休館日

１日（月）、８日（月）、１６日（火）、２２日（月）、２９日（月）

（25）平成 26.9



古
代
か
ら
の
歴
史
を
誇
る
ま
ち
・
社

　
伯
耆
国
庁
跡
や
伯
耆
国
分
寺
跡
、

法ほ
っ
け
じ
ば
た

華
寺
畑
遺
跡
な
ど
、
古
い
史
跡
が
数

多
く
残
さ
れ
て
い
る
社
地
区
。
国
分
寺

跡
は
昭
和
４９
年
に
国
指
定
史
跡
と
な

り
、
歴
史
公
園
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
歴
史
公
園
の
奥
に
は
、
約

４
５
０
基
の
五ご
り
ん
と
う

輪
塔
群
が
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。「
や
し
ろ
五
輪
ま
つ
り
」
は
、

こ
の
五
輪
塔
群
の
供
養
祭
と
合
わ
せ
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

先
人
の
魂
に
敬
意
を

　
五
輪
塔
と
は
、
古
く
か
ら
あ
る
お
墓

の
様
式
。
社
地
区
に
は
、
昔
か
ら
五
輪

塔
が
点
在
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
多
く
は
無
縁
で
、
祭
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
五
輪
塔
を
供
養
す
る
習

慣
は
、
昭
和
３７
年
、
今
の
法
華
寺
畑
遺

跡
の
辺
り
に
あ
っ
た
旧
社
保
育
園（
移

転
前
の
社
保
育
園
）で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
、
地
域
内
で
病
気
が
流
行
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
心
配

し
た
保
育
園
の
保
護
者
は
、
園
内
の
五

輪
塔
を
供
養
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の

健
康
を
願
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
歴
史
公
園
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
保
育
園
の
五
輪

塔
と
、
社
地
区
内
の
無
縁
五
輪
塔
を
一

カ
所
に
集
め
、
地
域
全
体
で
供
養
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、「
や
し
ろ
五
輪
ま
つ
り
」

は
、
五
輪
塔
供
養
の
習
慣
を
引
き
継
ぎ
、

地
域
住
民
の
連
帯
を
深
め
る
た
め
の
行

事
と
し
て
、
昭
和
６１
年
か
ら
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

未
来
に
受
け
継
が
れ
る
地
域
の
絆

　「
や
し
ろ
五
輪
ま
つ
り
」は
、
来
年
で

３０
回
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
地
域
の
歴

史
を
大
切
に
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
住

民
の
交
流
の
場
と
し
て
、
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
の
行
事
。
社
地
区

の
郷
土
づ
く
り
の
柱
と
し
て
、
ま
す
ま

す
活
気
に
満
ち
た
も
の
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
ら
す
け
く
ん
、
華
麗
に
舞
う

　
夏
の
間
、
市
内
各
地

の
夏
祭
り
に
出
演
し

て
き
た
く
ら
す
け
く

ん
。
子
育
て
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー「
お
ひ

さ
ま
」
で
行
わ
れ
た

夏
祭
り
で
は
、
カ
ラ

フ
ル
な
蝶
に
変
身

し
、
会
場
の
皆
さ

ん
と「
く
ら
す
け

音
頭
」を
楽
し
み
ま

し
た
。
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●倉吉市の人口●

（住民基本台帳）

男：23,302人（－ 7）

女：26,037人（－ 27）

計：49,339人（－ 34）

20,559 世帯（± 0）

（H26.7.31現在）

麗

舞

地しく支
ひたラ

地域を作り上げた先人への
感謝を込めて

　

７
月
２６
日
（
土
）
に
歴
史
公

園
で
開
催
さ
れ
た
、
社
地
区

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
や
し
ろ
五

輪
ま
つ
り
」
を
訪
れ
た
く
ら
す

け
く
ん
。

　

毎
年
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ

う
こ
の
ま
つ
り
は
、
社
地
区

に
伝
わ
る
歴
史
と
深
い
つ
な

が
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

歴
史
好
き
な
く
ら
す
け
く

ん
と
し
て
は
見
逃
せ
な
い
こ

の
話
題
、
ど
の
よ
う
な
由
来

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今年もエントリー！

ゆるキャラ®グランプリ２０１４

▲ 五輪まつり当日、供
養祭のために飾り付
けされた五輪塔群。
夜には竹灯ろうの静か
な光に照らされます。

　全国各地で活躍している
「ゆるキャラ」たちの熱き戦
いが始まります。
【投票期間】
９月２日（火）午前１０時～
１０月２０日（月）午後６時

　詳しくは、「ゆるキャラ®
グランプリ」ホームページ
（http://www.yurugp.jp/）をご
覧ください。

　

就
業
体
験
の
大
学
生
が
職
場
に
来

て
い
ま
し
た
。
我
々
の
無
茶
振
り（
？
）

に
も
負
け
な
い
彼
女
の
返
し
に
タ
ジ

タ
ジ
の
一
週
間
で
し
た
。（
Ｅ
・
Ｍ
）

　

倉
吉
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
、
思
わ
ぬ

と
こ
ろ
で
い
ろ
ん
な
人
と
再
会
し
ま

す
。
思
い
出
話
を
さ
れ
る
と
照
れ
く
さ

い
で
す
が
、嬉
し
い
も
の
で
す
。（
Ｙ
・
Ｎ
）

　

夏
は
若
者
の
姿
が
目
立
つ
よ
う
に

な
る
の
で
、
い
い
な
ぁ
と
感
じ
ま
す
。

県
外
に
出
て
い
る
人
に
は
ぜ
ひ
帰
っ

て
き
て
ほ
し
い
で
す
ね
。（
Ｔ
・
Ｆ
）


